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令和４年度　市政運営方針令和４年度　市政運営方針  … ２… ２

事業者を応援します … ４

４月１日から市役所の組織が一部変わります … ６

狂犬病予防接種 … ７

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、掲載したイベントや講演会などが中止になる

可能性があります。ご理解・ご協力をお願いします。

今月の表紙

未来へはばたけ　山田製作所
桐生が岡動物園に、雄１頭、雌
２頭が仲間入りしました。写真
は雄のライム（７歳）です。

レッサーパンダ３頭が
仲間入り。
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Ｓ
Ｆ
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助
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光
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台
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仮
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付
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茶
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令和４年度 市政運営方針
　「前進」「創造」「挑戦」をキーワードに、「感性育み　未来織りなす　
粋なまち桐生」の実現と桐生ならではの地方創生に向け、全力で取り組
みます。
　今年度の主な取り組みについてお知らせします。
問い合わせ＝企画課企画戦略担当（☎内線 524）

桐生市長　荒木 恵司桐生市長　荒木 恵司
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令和４年度の当初予算をお知らせします。　問い合わせ＝財政課財政担当（☎内線 527）

まちの元気回復予算

一般会計一般会計
431億 1,000 万円431 億 1,000 万円
（前年度比1.6パーセントの減少）（前年度比1.6パーセントの減少）

　歳入の「市税」は、前年度に比べ約 6億 8,000 万円の増加を見込んでいます。
　歳出は、未来へはばたけ　山田製作所桐生が岡動物園レッサーパンダ舎の
竣工や、市営住宅錦町三丁目団地の耐震改修工事完了により、「土木費」が前
年度に比べ約 4億 9,000 万円の減少となりました。

市税（29.4％）市税（29.4％）
126億 8,863 万 6千円126億 8,863 万 6千円

地方交付税（22.5％）地方交付税（22.5％）
97億円97億円

市債（4.2％）市債（4.2％）
18億 2,630 万円18億 2,630 万円

国庫支出金（14.2％）国庫支出金（14.2％）
61億 1,533 万 1千円61億 1,533 万 1千円

県支出金（7.8％）県支出金（7.8％）
33億 7,878 万 6千円33億 7,878 万 6千円

諸収入（6.0％）諸収入（6.0％）
25億 7,298 万 9千円25億 7,298 万 9千円

地方消費税交付金（5.6％）地方消費税交付金（5.6％）
24億円24億円

繰入金（4.3％）繰入金（4.3％）
18億 2,913 万 2千円18億 2,913 万 2千円

その他（6.0％）その他（6.0％）
25億 9,882 万 6千円25億 9,882 万 6千円

民生費（39.6％）民生費（39.6％）
170億 6,358 万 3千円170億 6,358 万 3千円

教育費（11.1％）教育費（11.1％）
47億 6,015 万 2千円47億 6,015 万 2千円

土木費（9.1％）土木費（9.1％）
39億 3,541 万 5千円39億 3,541 万 5千円

公債費（9.4％）公債費（9.4％）
40億 5,049万 1千円40億 5,049万 1千円

衛生費（10.0％）衛生費（10.0％）
43億 842万 4千円43億 842万 4千円

総務費（9.0％）総務費（9.0％）
38億 9,377万 9千円38億 9,377万 9千円

消防費（5.2％）消防費（5.2％）
22億 3,589 万 1千円22億 3,589 万 1千円

商工費（4.0％）商工費（4.0％）
17億 3,646 万円17億 3,646 万円

その他（2.6％）その他（2.6％）
11億 2,580 万 5千円11億 2,580 万 5千円

特別会計特別会計
294億 8,092 万 6千円294 億 8,092 万 6千円

会計名 予算額 前年度比
学校給食共同調理場事業 ７億 445万 1千円 － 4.4％
国民健康保険事業 120億 5,602 万 3千円 2.8％
介護保険事業 144億 1,179 万 3千円 1.5％
農業集落排水事業 ２億 3,961 万 2千円 － 0.8％
新里温水プール事業 7,067 万 4千円 168.4％
発電事業 9,556 万 1千円 － 17.1％
後期高齢者医療事業 19億 281 万 2千円 8.9％

企業会計企業会計
81億 117 万 2千円81億 117 万 2千円

会計名 予算額 前年度比
水道事業 34億 1,009 万 6千円 － 0.1％
下水道事業 46億 9,107 万 6千円 － 0.8％

【地域店舗買物促進事業補助金】【地域店舗買物促進事業補助金】

地域での買い物を促進する商店街団
体などの取り組みに補助金を交付

【ウォーターシューティングライド】【ウォーターシューティングライド】

アースケア桐生が岡遊園地に新たな
アトラクションを導入

【移住体験ツアー】【移住体験ツアー】

黒保根地域の地域資源を生かした
移住体験ツアーを実施

歳入 歳出

3 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



事
業
者
を
応
援
し
ま
す

申
請
用
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
商
工
振
興
課
（
市
役
所
３
階
）
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
②
③
⑤
⑦
…
商
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振
興
課
商
業
金
融
担
当
（
☎
内
線
５
６
３
・
５
８
３
）

　
　
　
　
　
　
①
⑥
⑧
…
商
工
振
興
課
工
業
労
政
担
当
（
☎
内
線
５
６
４
・
５
６
５
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④
…
商
工
振
興
課
産
業
立
地
戦
略
担
当
（
☎
内
線
５
８
２
・
５
８
４
）

①
新
規
工
房
開
設
補
助
金

　
市
内
に
新
た
に
工
房
を
設
置
す

る
個
人
事
業
主
や
小
規
模
企
業
者

を
支
援
し
ま
す
。

対
象
＝
繊
維
製
品
製
造
、
ガ
ラ

ス
・
木
工
竹
細
工
、
陶
工
芸
、
金

工
な
ど
、
次
の
い
ず
れ
か
2
つ
を

満
た
す
も
の

・
製
品
の
製
作
体
験
が
で
き
る

・
工
房
の
公
開
が
で
き
る

・
製
品
の
直
売
が
で
き
る

※
主
な
用
途
が
倉
庫･

保
管
場
所
、

事
務
所
、
住
居
な
ど
で
あ
る
場
合

は
対
象
外

補
助
額
＝
次
の
い
ず
れ
か
を
補
助

▼
新
規
工
房
運
営
費
補
助
…
工
房

と
な
る
物
件
の
月
額
家
賃
の
2
分

の
1
以
内
で
、
最
大
月
額
2
万
円

（
最
長
24
か
月
）

▼
新
規
工
房
改
修
費
補
助
…
工
房

の
開
設
に
伴
う
外
・
内
装
改
修
費

用
の
2
分
の
1
以
内
で
、
最
大
40

万
円

※
市
外
か
ら
転
入
の
場
合
と
、
ノ

コ
ギ
リ
屋
根
工
場
で
の
工
房
開
設

の
場
合
は
、
各
5
万
円
を
加
算

募
集
件
数
＝
予
算
の
範
囲
内
（
先

着
順
）
※
審
査
あ
り

申
し
込
み
＝
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
直
接
商
工
振
興
課

へ
。

　
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
な
ど

を
改
修
し
出
店
す
る
人
に
、
改
修

工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
事
業

者・
個
人
の
場
合
は
市
内
に
居
住
、

　
法
人
の
場
合
は
市
内
に
法
人
登

　
記
を
有
す
る

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

・
市
が
指
定
す
る
経
営
相
談
の
専

　
門
家
に
よ
り
、
事
業
計
画
に
対

　
す
る
診
断
で
可
と
判
断
さ
れ
る

・
令
和
5
年
３
月
末
ま
で
に
開
業

・
１
階
に
お
い
て
主
た
る
営
業
を

　
行
い
、
原
則
と
し
て
週
４
日
以

　
上
営
業
す
る
※
夜
間
営
業
の
み

　
は
対
象
外

対
象
経
費
＝
店
舗
の
改
修
に
支
払

っ
た
工
事
費
（
内
外
装
工
事
、
給

排
水
設
備
工
事
、
冷
暖
房
・
空
調

工
事
、
電
気
工
事
な
ど
）
の
う
ち
、

市
内
業
者
に
発
注
し
た
も
の

補
助
額
＝
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内

⑴
…
中
心
市
街
地
内
（
本
町
一
～

六
丁
目
、
錦
町
、
末
広
町
な
ど
）

に
新
店
舗
開
設
の
場
合
、
最
大
１

０
０
万
円
※
出
店
地
域
の
商
店
街

団
体
へ
の
加
入
が
必
要

⑵
…
⑴
の
区
域
外
に
新
店
舗
開
設

の
場
合
、
最
大
50
万
円

※
中
心
市
街
地
空
き
店
舗
情
報
登

録
制
度
の
登
録
物
件
に
開
設
す
る

場
合
は
、
10
万
円
を
加
算

募
集
件
数
＝
予
算
の
範
囲
内
（
先

着
順
）

申
し
込
み
＝
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
と
と
も

に
直
接
商
工
振
興
課
へ
。

 
①
新
規
工
房
開
設
補
助
金
 

②
空
き
店
舗
活
用
型

 

　新
店
舗
開
設
・
創
業  

　
 

促
進
事
業
補
助
金

空き店舗活用型新店舗開設・創業促進事業補助金を活用
して開業した、てらうち本町接骨院（本町六丁目）

キノピー
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８. 働きがいも経済成長も

９. 産業と技術革新の基盤をつくろう

11. 住み続けられるまちづくりを

起業を目指す人へ起業を目指す人へ
インキュベーション・オフィスインキュベーション・オフィス
（創業者入居支援施設）をご利用ください（創業者入居支援施設）をご利用ください

  
地
域
で
の
買
い
物
を
促
進
す
る

取
り
組
み
を
行
う
商
店
街
団
体
な

ど
に
対
し
て
、
事
業
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

募
集
件
数
＝
予
算
の
範
囲
内
（
先

着
順
）

申
し
込
み
＝
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
と
と
も

に
直
接
商
工
振
興
課
へ
。

対
象
＝
市
内
に
主
要
な
事
業
所
を

置
く
、
製
造
業
を
営
む
中
小
企
業

ま
た
は
個
人
事
業
主

対
象
展
示
会
＝
県
外
で
開
催
さ
れ

る
展
示
会
と
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会

※
一
般
公
開
で
な
い
も
の
、
販
売

が
主
目
的
の
も
の
、
国
や
県
な
ど

か
ら
出
展
補
助
を
受
け
る
も
の
は

対
象
外

募
集
件
数
＝
予
算
の
範
囲
内
（
先

着
順
）

補
助
額

▼
国
内
に
お
け
る
展
示
会
と
オ
ン

ラ
イ
ン
展
示
会

従
業
員
６
人
未
満
の
事
業
者
…
出

展
料
の
２
分
の
１
で
、
最
大
20
万

円
／
従
業
員
６
人
以
上
の
事
業
者

…
出
展
料
の
２
分
の
１
で
、
最
大

15
万
円

▼
海
外
に
お
け
る
展
示
会

出
展
料
、
装
飾
費
、
輸
送
費
の
２

分
の
１
で
、
最
大
40
万
円

申
し
込
み
＝
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
対
象
展
示
会
の
概

要
資
料
と
と
も
に
、
直
接
商
工
振

興
課
へ
。

　
中
小
企
業
者
、
起
業
を
目
指
す

人
な
ど
を
支
援
す
る
も
の
で
、
同

制
度
に
お
け
る
信
用
保
証
料
は
市

が
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
中
小
企
業
向
け
桐

生
市
制
度
融
資
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
直
接
、
市
内
と
み
ど

り
市
大
間
々
町
内
な
ど
の
金
融
機

関
へ
。
※
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
を
除
く

　
新
技
術
や
新
製
品
開
発
に
取
り

組
む
中
小
企
業
に
、
開
発
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
※
開
発
要
素

が
な
い
も
の
、
量
産
用
設
備
の
導

入
を
目
的
と
し
た
も
の
は
対
象
外
。

対
象
＝
市
内
に
主
要
な
事
業
所
を

置
く
中
小
企
業

補
助
額
＝
対
象
経
費
の
2
分
の
1

（
小
規
模
事
業
者
は
5
分
の
4
）

で
、
80
万
円
ま
で
。

募
集
件
数
＝
５
件
程
度
※
現
地
調

査
を
含
め
た
審
査
あ
り

申
し
込
み
＝
５
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
、
書
面
申
請
は
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
資
料

と
と
も
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送

（
必
着
）
で
、
商
工
振
興
課
（
〒

３
７
６
‐
８
５
０
１
、
桐
生
市
役

所
）
へ
。
電
子
申
請
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
の
申
請
は
、
群
馬
県
地
域

企
業
支
援
課
へ
。
詳
し
く
は
、
市

ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

 

　
事
業
承
継
を
伴
っ
た
既
存
店
舗

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
改
装
を
行
う
事

業
者
な
ど
に
対
し
て
工
事
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
中
心
市
街
地
で
概
ね
10
年

以
上
営
業
し
て
い
る
小
売
業
、
飲

食
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業
者
な
ど

で
、
事
業
承
継
に
よ
る
経
営
者
の

交
代
を
行
う
も
の

募
集
件
数
＝
予
算
の
範
囲
内
（
先

着
順
）

申
し
込
み
＝
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
と
と
も

に
直
接
商
工
振
興
課
へ
。

　　
中
小
企
業
の
経
営
者
（
個
人
経

営
者
含
む
）
や
従
業
員
が
、
市
の

認
定
し
た
研
修
機
関
の
研
修
を
受

講
し
た
場
合
、
研
修
費
用
の
一
部

 

③
地
域
店
舗
買
物
促
進 

　 

事
業
補
助
金

 

④
展
示
会
な
ど
の  

 

　
出
展
補
助
金

を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額
＝
対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
1
事
業
所
に
つ
き
原
則
年
間
5

万
円
ま
で
）
※
講
師
を
招
い
て
研

修
を
行
う
場
合
、
加
算
措
置
あ
り

申
し
込
み
＝
事
前
に
商
工
振
興
課

へ
連
絡
の
う
え
、
研
修
開
始
の
10

日
前
ま
で
に
、
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
直
接
商
工
振
興

課
へ
。

 

⑤
長
期
で
低
利
、
固
定
金
利

　 

中
小
企
業
者
向
け

　 

制
度
融
資

 

⑦
ま
ち
な
か
店
舗

　 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
事
業

 

　
承
継
支
援
事
業
補
助
金

　

　起業に関心のある人や、新たな分野への事業展開を目指す人を支
援するためのビジネス拠点です。現在、入居者を募集しています。
また、創業・起業の専門員がビジネスに関する相談にも応じていま
す。
 〇入居者募集
　 賃料＝ 1 万円（税別）から
　 設備＝机、いす、無料 W

ワ イ フ ァ イ

i ‐ Fi など
 〇起業相談
　 時間＝午前 9 時～午後 5 時
　 申し込み＝電話でインキュベーション・オ
 　フィス（☎ 30 ‐ 3690）または商工振興
　 課商業金融担当 ( ☎内線 563）へ。

 

⑥
ぐ
ん
ま
技
術
革
新

 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

 

⑧
中
小
企
業
人
材
養
成

　 

事
業
研
修
費
用
助
成

5 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



新里・黒保根公民館の移管日本遺産の更なる活用日本遺産の更なる活用

　「観光交流課」内にあった「日本遺産活用
室」を課として独立させ、日本遺産の更なる活
用を推進します。

0303 04
　両公民館が担当していた業務の全てを両支所
市民生活課へ引き継ぎ、地域性を考慮した公民
館活動を推進します。

市役所の組織が一部変わります市役所の組織が一部変わります

議会機能が移転します
　新本庁舎整備事業に伴い、4月１日から議会事務
局や議員控室などは市役所 6階へ移転します。
　なお、新庁舎完成までの間、桐生地域地場産業振
興センターを仮議場として、本会議や予算、決算特
別委員会を行う予定です。

４月１日から

　「広域連携推進室」を改編し、持続可能な次
世代の公共交通システムを目指して、地域性を
活かした市独自の公共交通ビジョンを創出する
ため、「交通ビジョン推進室」を新設します。

公共交通ビジョンの創出公共交通ビジョンの創出0101 0202 市史編さんの本格稼働市史編さんの本格稼働

　「スポーツ・文化振興課」内にあった「市史
編さん準備室」を「市史編さん室」として独立
させ、市史編さん作業を本格稼働します。

　
　新たな行政需要に対応し、効果的な行政運営や新たな行政需要に対応し、効果的な行政運営や
市民サービスの向上を図るため、４月１日付けで市民サービスの向上を図るため、４月１日付けで
機構改革を実施し、市役所の組織の一部を次のと機構改革を実施し、市役所の組織の一部を次のと
おり変更します。おり変更します。
問い合わせ問い合わせ＝総務課庶務担当（☎内線 533）＝総務課庶務担当（☎内線 533）

市役所

桐生地域地場産業
振興センター

旧・議事堂

11. 住み続けられるまちづくりを

美喜仁桐生
文化会館 北

広報きりゅう令和４年４月号 6



　　 　予防接種　　 　予防接種
　狂犬病は人と犬の共通の感染症です。狂犬病予防法により、犬の飼い主は、犬の登録

と狂犬病予防注射を受けさせることが義務付けられています。飼い主は、必ず市に犬を

登録し、狂犬病予防注射を年に１回、集合注射か動物病院のどちらかで受けさせてくだ

さい。対象は生後91日以上の犬です。

問い合わせ＝地域づくり課生活安全担当（☎内線466）

期日 時間 会場

４月19日
（火）

９：30 ～ 10：00 新里総合センター
10：20 ～ 10：30 赤城集会所
10：45 ～ 11：00 板橋住民センター
11：15 ～ 11：25 関集会所
11：40 ～ 11：55 上鶴ヶ谷住民センター
13：10 ～ 13：25 芝集会所
13：40 ～ 14：00 町組集会所
14：15 ～ 14：35 消防第三分団詰所
14：50 ～ 15：10 八幡住民センター
15：25 ～ 15：35 野集会所

４月21日
（木）

10：00 ～ 10：15 黒保根町保健センター
10：30 ～ 10：50 上田沢集会所
11：10 ～ 11：25 下田沢集会所
11：40 ～ 12：00 宿廻集会所

期日 時間 会場

６月19日
（日）

10：00 ～ 12：00 相生公民館
13：30 ～ 14：30 桜木公民館

６月21日
（火）

９：30 ～ 10：00 旧西中学校
10：30 ～ 10：50 梅田公民館
11：20 ～ 11：50 菱公民館

13：20 ～ 13：50
境野水処理センター
（屋上運動公園駐車場）

14：20 ～ 14：50
総合福祉センター（旧
南中学校）

６月23日
（木）

９：30 ～ 10：00 青年の家
10：40 ～ 11：10 広沢公民館
13：00 ～ 13：30 川内公民館
14：00 ～ 14：30 市民広場

　日程は下表のとおりです。

費用＝3,500円※未登録の場合は、別途3,000円（登

録手数料）が必要になります。

桐生地区

新里・黒保根地区

◆◆動物病院の場合動物病院の場合

病院名 場所 電話番号
相生動物病院 相生町二丁目 55‐1404
カール動物病院 新里町新川 74‐5651
桐生中央動物病院 三吉町二丁目 47‐0743
クマさんの動物診療所 仲町一丁目 46‐0747
小曽根動物病院 相生町二丁目 54‐2299
新桐生駅前動物病院 広沢町二丁目 54‐1443
田島動物病院 広沢町間ノ島 52‐9209
ヒロサワ動物病院 広沢町四丁目 53‐2121
マサキ動物病院 本町三丁目
みどりの森動物病院 みどり市笠懸町 40‐5521

　下表の動物病院では、集合注射と同様に接種後

その場で「注射済票」と「シール」を交付してい

ます。費用は各動物病院に確認してください。

　また、下表の動物病院以外（群馬県獣医師会会

員病院を除く）で接種した場合は、「狂犬病予防

注射済証」が発行されるので、地域づくり課（市

役所２階）または新里・黒保根支所市民生活課に

持参し、「注射済票」の交付手続きをしてくださ

い。費用は550円です。

◆◆集合注射の場合集合注射の場合

狂
犬犬 病病

・エサや水をきちんと与える

・汚物などをきちんと処理する

・逃げたときは責任をもって探す

・鳴き声や臭いなどで他人に迷惑をかけない

・飼っている犬が死亡した場合は必ず市へ届け出る

・飼い犬と一緒に市外へ転出した場合は、転出先の

　市区町村で手続きをする

ルールを守って飼いましょう

３. すべての人に健康と福祉を

００００００

7 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



きりゅう暮らし応援事業
　市の人口減少を抑制するとともに、移住・定住を促進することを目的に、誰もが住みたい・住み続け
たいと思えるまちづくりや空き家・空き地を利用した地域の活性化のため、事業の一部を助成します。
　各助成の併用は可能ですが、加算補助項目が重複する場合は、いずれかの加算補助のみの交付です。
※助成には条件がありますので、事前にお問い合わせください。また、住宅取得応援助成以外は、着工
前の申請が必要です。

■ 住宅取得応援助成 ■
対象＝市内に住宅を建築または購入し、これから５年
以上定住する人
補助額＝基本補助額と加算補助額の合計のうち、住宅
取得金額の10パーセントまたは200万円のいずれか低
い金額
基本補助＝住宅取得金額の３パーセントで上限30万
円※併用住宅は、居住部分のみ補助対象
加算補助・対象＝①夫婦加算（15万円）…申請年度の
４月１日現在49歳以下の夫婦の世帯／②三世代同居加
算（10万円）…親・子・孫が同居する世帯／③移住加
算（20万円）…市外からの移住者がいる世帯／④子ど
も加算（中学生以下の子ども１人につき15万円）／⑤
誘導区域加算（10万円）…居住誘導区域および新里・
黒保根町の生活拠点に住む場合／⑥市内業者加算（10
万円）…市内の元請業者・下請業者を利用して新たに建
築する場合／⑦空き家・空き地バンク加算（15万円）
募集件数＝予算の範囲内
問い合わせ＝建築住宅課住宅係（☎内線632・633）

■ 住宅リフォーム助成 ■
対象＝市内に住宅を所有し居住している人が、市内業
者を利用して行う工事費20万円以上のリフォーム工
事※過去にこの補助金と桐生市住環境改善助成事業補
助金の交付を受けたリフォーム工事箇所は、対象外
補助額＝基本補助額と加算補助額の合計で上限30万円
基本補助＝上限20万円（補助率は対象工事費の10パー
セント※子育て世帯は、対象工事費の20パーセント）
加算補助＝省エネ・耐震改修・バリアフリー・防犯の
各工事で、上限10万円（補助率は対象工事費の10パー
セント※子育て世帯は、対象工事費の20パーセント）
募集件数＝160件程度（予算の範囲内、先着順）
問い合わせ＝建築住宅課住宅係（☎内線632・633）

■ 空き家利活用助成 ■
※５月９日（月）の時点で、応募多数の場合は抽せん
▶空き家利活用助成
対象＝１年以上居住していない住宅のリフォーム工事
補助額＝基本補助と加算補助の合計のうち、対象工事
費の50パーセントで上限70万円
基本補助＝工事費20万円以上のリフォーム工事のう
ち、対象工事費の30パーセントで上限20万円
加算補助＝①移住加算（20万円）／②子ども加算
（中学生以下の子ども１人につき15万円）／③空き
家・空き地バンク加算（15万円）／④性能向上加算
（工事費20万円以上の省エネ・耐震改修・バリアフ
リー・防犯工事をする場合10万円）／⑤ファミリー
加算（２人以上の世帯の場合15万円）※子ども加算
と重複する場合はなし
▶移住者限定空き家利活用助成
対象＝市外から移住し、１年以上居住していない耐震
性のある住宅のリフォーム工事
補助額＝工事費20万円以上の工事のうち、対象工事
費の３分の２または上限100万円
募集件数＝全体で８件程度（予算の範囲内）
問い合わせ＝定住促進室定住促進係（☎内線367）

■ 空き家除却助成 ■
※５月９日（月）の時点で、応募多数の場合は抽せん
▶跡地利用制限なしの除却
対象＝市内に昭和56年５月31日以前に建築され、10
年以上居住その他の使用がない住宅の除却工事
補助額＝対象工事費の50パーセントで上限30万円
▶移住者限定跡地利用制限ありの除却
対象＝市内に昭和56年５月31日以前に建築され、１
年以上居住その他の使用がない住宅の除却工事で、跡
地に移住者が住宅を新築する場合
補助額＝対象工事費の50パーセントで上限50万円
▶不良住宅などの除却
対象＝１年以上居住その他の使用がなく、著しく損傷
している空き家の除却工事※市の事前調査が必要です。
補助額＝対象工事費の80パーセントで上限100万円
募集件数＝各10件程度（予算の範囲内）
問い合わせ＝定住促進室空き家対策係（☎内線736）

11. 住み続けられるまちづくりを

申し込みは申し込みは

４月 20日（水）から４月 20日（水）から
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　地域包括支援センターでは、高齢者が住み慣れた
地域で自立した生活を営めるように、本人やその家
族からの福祉、介護、保健、医療などの相談に総合
的に応じています。また、必要に応じて訪問し、情
報提供、相談援助、適切な関係機関との調整や虐待
の早期発見、防止などの権利擁護事業、介護予防ケ
アマネジメントを行っています。
どこに相談したらよいか分からない福祉や介護に
関する相談窓口として、市内に８か所の地域包括支
援センターと１か所の地域包括支援センターブラン
チを設置しています。
社会福祉士、主任介護支援専門員、保健師などの
専門職員が相談に応じます。
問い合わせ＝健康長寿課長寿支援係（☎内線557）

名称 場所・電話番号 担当地区

桐生市地域包括
支援センター　
山育会

東久方町二丁目

（子供広場隣）

☎46‐6066

１区（本町一～三
丁目、横山町）、
２区（本町四～六
丁目）９区（永楽
町、小曾根町、宮
本町）、10区（東
久方町、西久方町、
天神町、平井町）、
14区（梅田町）

桐生市地域包括
支援センター　
社協

新宿三丁目

（総合福祉センタ
ー内）

☎46‐4411

３区（稲荷町、錦
町、織姫町、美原
町、清瀬町）、４
区（新宿、三吉町、
小梅町、琴平町）、
５区（浜松町）、
８区（末広町、宮
前町、堤町、巴町、
元宿町）

桐生市地域包括
支援センター　
菱風園

菱町一丁目　

（特養菱風園内）

☎32‐3321

６区（仲町、川岸
町、泉町、東町、
高砂町、旭町）、
７区（東）、17区
（菱町）

桐生市地域包括
支援センター　
ユートピア広沢

広沢町六丁目

（特養ユートピア
広沢内）

☎53‐1114

11区（境野町）、
13区（広沢町四～
七丁目、広沢町間
ノ島）

桐生市地域包括
支援センター　
思いやり

川内町一丁目

（特養思いやり内）

☎32‐5889

16区（川内町）

桐生市地域包括
支援センター　
にいさと

新里町新川

（老健さくら苑内）

☎74‐3032

19区・20区・21区
（新里町）

桐生市地域包括
支援センター　
のぞみの苑

相生町五丁目

（特養のぞみの苑
内）

☎54‐9537

15区（相生町一丁
目一部、相生町二
丁目一部、相生町
三～五丁目）

桐生市地域包括
支援センター　
神明

広沢町二丁目

（神明幼稚園跡）

☎32‐3162

12区（広沢町一～
三丁目、桜木町一
部）、18区（相生
町一丁目一部、相
生町二丁目一部、
桜木町一部）

３. すべての人に健康と福祉を

11. 住み続けられるまちづくりを

17. パートナーシップで目標を達成しよう

地域包括支援センター一覧

地域包括支援センターへ
ご相談ください

福祉や介
護のこと

▲桐生市地域包括支援センター山育会職員の皆さん

お住まいの地区の地域包括

支援センターへお気軽にご

相談ください。

名称 場所・電話番号 担当地区

桐生市地域包括
支援センター　
思いやり黒保根

黒保根町水沼

（黒保根保健センター
内）

☎46‐8847

22区（黒保
根町）

地域包括支援センターブランチ

9 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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福祉助成制度

　所得などに応じて、利用要件があります。助成額
など詳しくは各担当課にお問い合わせください。

問い合わせ＝福祉課障害福祉係（☎内線259）

対象 内容

福祉タクシー券

身体障害者手帳
１・２級、療育手帳
Ａ判定、精神障害
者保健福祉手帳１
級を持つ在宅の人

初乗り料金が無料
になる福祉タク
シー券を交付

重度障害者移動
支援

身体障害者手帳
１・２級を持ち、
一般の交通手段の
利用が困難な在宅
重度障害者など

リフトやスロープ
付き乗用車などを
運行して移動を支
援

じん臓機能障害
者等通院交通費
補助

じん臓機能障害の
身体障害者手帳を
持ち、透析を受け
ている非課税の人
など

通院交通費を補助

福祉車両の貸し
出し

車いすを使用する
身体障がい者など

助手席回転シート
付車両を貸し出し

在宅重度障害者
（児）紙おむつ
等サービス利用
券

３歳以上65歳未
満で在宅の重度障
害者、同居の家族

紙おむつと交換で
きる助成券を交付

在宅重度身体障
害者等訪問入浴
サービス

肢体不自由の身体
障害者手帳１・２
級で入浴に全介助
が必要な在宅の人

入浴車で訪問し入
浴を介助

要医療重症心身
障害児（者）訪
問看護支援

在宅で医療的ケア
の必要な重症心身
障がい児（者）の
家族

訪問看護にかかっ
た経費を補助（年
間６回まで）

対象 内容

ひとり暮らし高
齢者無料入浴券

65歳以上のひと
り暮らしの人

市内の公衆浴場な
どで使える無料入
浴券を交付

鍼灸・マッサー
ジサービス受療
券

70歳以上の人
市内の施術所で使
える受療券を交付

住宅改造補修費
補助

60歳以上の人の
みの非課税世帯

住宅バリアフリー
改修工事費の一部
を補助

緊急通報装置貸
与事業

65歳以上の要支
援・要介護認定者
のみの世帯など

簡単な操作で消防
本部への緊急通報
を行える装置を無
料で貸し出し※要
件に当てはまらな
い65歳以上の人
は、自己負担で設
置可

「食」の自立支
援事業

65歳以上の人の
みの世帯または身
体障害者で、調理
が困難な人

週２回の昼食配達
と安否確認

在宅ねたきり高
齢者調髪利用券

６か月以上ねたき
りの65歳以上の
人

訪問理・美容を無
料で受けられる利
用券を交付

在宅ねたきり高
齢者紙おむつ利
用券

65歳以上の要介
護４・５の人を、
６か月以上在宅で
介護している家族

紙おむつと交換で
きる利用券を交付

徘徊高齢者探索
システム費用助
成

認知症による徘徊
行動のおそれがあ
る65歳以上の人
を介護する家族

探索システムの利
用に係る登録費用
などを助成

身体障害者等奨学助成金給付

　自身か両親に一定以上の障がいがある場合、奨学
助成金を受給できます。審査会を経て、申請者の口
座へ年２回に分けて振り込みます。
対象＝次の全てに該当する人
・自身が身体障害者手帳１級から４級のいずれかを
持っている、または両親のいずれかが身体障害者
手帳１級もしくは２級を持っている
・市内に住所を有している
・高校、高等専門学校、大学、専修学校、各種学校、
　特別支援学校高等部に在学している

申し込み＝５月31日（火）までに、在学証明書
（発行日が４月１日以降のもの）、身体障害者手帳、
通帳を持参のうえ、申請書を直接福祉課（市役所１
階）へ。申請用紙は、同課にあります。
問い合わせ＝福祉課障害福祉係（☎内線266）

学校
給付金額（年額）

本人が障がい者 親が障がい者
高校、高専、専修
学校、各種学校

60,000円 30,000円

大学（短大を含む） 80,000円 40,000円

特別支援学校高等部 40,000円 20,000円

問い合わせ＝健康長寿課長寿支援係（☎内線556）

問い合わせ＝医療保険課医療助成係（☎内線257）
対象 内容

福祉医療費助成
制度

重度障がい者など
医療費を認定によ
り助成



４月から病後児保育事業の
実施場所などを変更

　病気の回復期で、集団生活が困難な児童を預かる
病後児保育事業について、「病児・病後児保育室は
なぞの（織姫町４‐33おりひめ医院内）」におい
て、病児保育事業とともに実施します。
　３月末までに「病児保育室はなぞの」で利用登録
を行っている児童は、新たに登録する必要はありま
せん。
開所日・時間＝月曜日～金曜日の午前８時30分～
午後５時30分※土、日、祝日、年末年始を除く
対象＝市内に住所を有する１歳から小学校６年生ま
でで、次の①と②を満たす児童。①病気の回復期に
至らないが、容態の急変が認められない②病気の回
復期であるが、集団生活が困難
利用料金＝1日2,000円※市民税非課税世帯・生活保
護世帯は減免されます。また、物品などを購入した
場合や緊急的な対応をした際には、別途料金がかか
ります。
問い合わせ＝病児・病後児保育室はなぞの（☎46
‐8166）、子育て支援課子ども施設係（☎47‐
1156）

子育て世帯への
臨時特別給付金（支援給付金）
　　
　国の支給要領改正に伴い、令和３年９月以降の離
婚などにより、２月28日時点で対象児童の養育者
になっているにもかかわらず、子育て世帯への臨時
特別給付（先行給付金・追加給付金・一括給付金・
クーポン給付）を受け取れていない人に対し、支援
給付金を支給します。
対象児童＝平成15年４月２日から令和４年３月31
日までに生まれた児童
支給対象＝次のいずれかに該当する人
①９月以降の離婚などにより、２月28日までに対     
　象児童の養育者になっているものの、臨時特別給
　付を受け取れていない

②ＤＶ特例に該当する人や海外から帰国した人など
　で、２月28日までに対象児童の養育者となって
　いるものの、給付を受け取れていない
給付額＝児童１人あたり10万円 （元養育者から既
に子育て世帯への臨時特別給付金の一部を受け取っ
ていたり、児童のために使っていたりする場合は、
その額を差し引いた額となります。）
申請期限＝４月28日（木）
申請方法＝該当する場合は、申請書を直接または郵
送（当日消印有効）で、子育て支援課 （保健福祉
会館１階）、新里・黒保根支所市民生活課へ。申請
用紙は、同課と市ホームページにあります。
支給時期＝支給決定後、順次指定された口座へ振り
込みます。
問い合わせ＝子育て支援課子育て支援係（☎47‐
1152）

病児・病後児保育事業において預かりができる病気など
※記載されている病気などであっても、ほかの病児の病
　状によってはお預かりができないことがあります。

・感冒や消化不良症（多症候性下痢）などの乳幼児が
　日常罹患する疾患
・喘息などの慢性疾患
・骨折などの外傷性疾患
・以下の感染性疾患
　インフルエンザＡ型Ｂ型（新型インフルエンザは除
　く）／百日咳／麻疹／流行性耳下腺炎（おたふく　
　かぜ）／風疹／水痘（みずぼうそう）、カポジ水　
　痘様発疹症／咽頭結膜炎（プール熱）／溶連菌感染
　症／手足口病／伝染性紅斑（りんご病）／ヘルパン
　ギーナ／マイコプラズマ感染症／胃腸炎／伝染性膿
　痂疹（とびひ）／ＲＳウイルス

病児・病後児保育事業において預かりができない症状など
※医師の診療情報提供書があっても、総合的に判断し、
　お預かりできないことがあります。

・38.５℃以上の高熱
・意識混濁
・喘息の重篤的な発作（急性発作）
・原因不明で２週間以上続く咳
・けいれん後48時間以上経過していない
・経口摂取がまったくできない
・嘔吐、下痢の状態が継続していて、著しい脱水状態
　（おしっこが出ないなど）
・病状が重く点滴を必要とする場合
・１歳の誕生日を過ぎてＭＲ（麻疹・風疹混合ワクチ
　ン）、水痘ワクチン、ＢＣＧ未接種のお子さん
・かかりつけ医などの診察により、利用が困難と判断
　された場合

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる可能性があります。

11 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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医療用ウィッグなどの購入費を助成

　国の統計で、日本人の２人に１人はがんになると
言われています。がん治療は、長期に渡るため、治
療を受けながら社会生活を送る人も多くいる中で、
外見の変化を伴う場合も多く、経済的だけではなく
心理的にも負担の大きい治療と言われています。
　そういった人々の負担を軽減するため、令和４年
度から医療用ウィッグなどの購入費助成事業を始め
ます。
対象＝以下の①から③までの全てを満たす人
①がんの治療を受けている
②桐生市に１年以上継続して居住している
③市税などの滞納がない
※同じ種類を複数回申請することはできません。ま

た、医療保険の適用となるものは除きます。
助成額＝購入金額または助成金の上限金額のうち、

低い方の金額。※１つの領収書が助成上限金額に満
たない場合、複数の領収書を合算して申請すること
ができます。
必要書類
・がんの治療を受けていることが分かる書類（治療

計画書の写しなど）
・補整具の購入年月日、金額、内容が分かる書類

（領収書など）
・申請者本人の確認ができるもの（運転免許証な

ど）
・振込口座確認書類（通帳など）
※代理人が申請する場合は、委任状と本人確認書類
申し込み＝申請書を、直接または郵送で健康長寿課
（市役所１階、〒376‐8501桐生市役所）、新里・
黒保根保健センターへ。申請用紙は同課と市ホーム
ページにあります。
問い合わせ＝健康長寿課成人保健係（☎内線267）

浄化槽の種類 ５人槽 ７人槽 10人槽

補助金
新設 69,000円 90,000円 117,000円

転換 252,000円 291,000円 360,000円

貸付金限度額 500,000円以内（無利子）

※転換の場合、エコ補助金 10万円を加算

浄化槽設置補助金・貸付金

　浄化槽の新設または転換を希望する人に、補助金
の交付と設置資金の貸し付けを行います。
募集件数＝予算の範囲内（先着順）
※対象となる浄化槽には条件がありますので、事前

に下水道課へお問い合わせください。
申込期限＝12月16日（金）
問い合わせ＝下水道課維持係（☎内線752）

補助金の限度額

補整具の種類 物品例 助成上限金額 申請回数

ウィッグ（かつら）など
・医療用ウィッグ
・医療向け帽子
・その他、頭部の脱毛をカバーする医療向けの物品

20,000円 １回限り

胸部補整具
・パッド
・パッドなどを固定する専用下着
・がん治療により切除した乳房を補整する物品

30,000円   １回限り

エピテーゼ（欠損した体表
に取り付ける人工物）

・人工乳房

・顔面の皮膚を補うもの
・がん治療により切除した体の一部を補う物品

50,000円 １回限り

補整具の種類と助成上限金額

◀浄化槽設置補助金（市ホームページ）



新桐生駅バリアフリー化設備が完成

　東武鉄道が実施主体となり、国・群馬県・桐生市
が協調して進めてきた新桐生駅バリアフリー化設備
工事が完成し、３月19日から使用開始となりまし
た。
　この工事では、上下線ホームにエレベーターを設
置し、こ線橋で繋いだほか、駅構内に障がい者対応
型の多機能トイレが新設され、駅舎出入口のスロー
プが改修されました。
　高齢者や障がいをお持ちの人が安心して利用でき、
観光客も快適に移動できるようになった新桐生駅を
ぜひご利用ください。
問い合わせ＝交通ビジョン推進室交通ビジョン推進
担当（☎内線386）

令和４年度人間ドック費用助成

　国民健康保険（国保）と後期高齢者医療制度の人
間ドック費用助成の申し込みを受け付けます。なお、
プレわたらせ健康診査、わたらせ健康診査はこの人
間ドックと同じ検査内容を含むため、両方を受ける
ことはできません。
対象＝市の国保税または後期高齢者医療保険料の完
納者
助成金額＝日帰りドック…22,000円、日帰り脳ドッ
ク…30,000円※超えた分は自己負担
受付期間＝４月15日（金）～12月28日（水）
申し込み＝右表のとおりです。申請用紙は、各受付
場所と市ホームページにあります。
▶助成決定後の保険医療機関への申し込み
審査後に決定通知書を郵送します。同封の登録保
険医療機関一覧表を確認し、４月25日（月）から
希望する登録保険医療機関へ直接申し込んでくださ
い。
受診期間＝５月２日（月）～令和５年１月31日
（火）
▶桐生厚生総合病院の申し込みの初日
期日・時間＝４月23日（土）午前８時から午後１
時まで

問い合わせ＝健康長寿課成人保健係（☎内線267）

市営住宅での移動販売を希望する
事業者を募集

　市営住宅の入居者で食料品などの日常の買い物が
困難な人などの生活を支援するため、市営住宅団地
内の公共スペースを活用し、移動販売を実施する事
業者を募集します。
販売品目＝食料品または日常生活用品など
販売形態＝自動車に販売設備を設けて販売するもの
販売場所＝市営住宅団地内（広場・通路・駐車場な
ど）
販売日・時間＝市と協議により決定
申し込み＝許可申請書を直接建築住宅課（市役所４
階）へ。申請用紙と移動販売事業実施要綱は、同課
と市ホームページにあります。
問い合わせ＝建築
住宅課住宅係（☎
内線633）

申し込み方法 必要書類など

直接

申請書、被保険者証、「令和４年度
わたらせ健康診査受診券」がある
場合は受診券を持参し、各受付場
所へ。
▶受付場所
①４月 15 日（金）～５月 31 日（火）
…健康長寿課（市役所１階）、新里・
黒保根保健センター、新里・黒保
根支所、境野・広沢・梅田・相生・
川内・菱公民館
②６月１日（水）～ 12 月 28 日（水）
…健康長寿課、新里・黒保根保健
センター

Ｅメール
申請書、被保険者証の写しを添
付して、健康長寿課成人保健係
（kenkochoju2@city.kiryu.lg.jp）へ。

郵送

申請書、被保険者証の写しを 12 月
28 日（水）まで（必着）に、健康
長寿課成人保健係（〒 376 ‐ 8501
桐生市役所）へ。

ファクシミリ
申請書、被保険者証の写しを健康
長寿課成人保健係（ファクシミリ
45 ‐ 2940）へ。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる可能性があります。

13 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしガイド

広
告

日
直
で
の
公
金
の

取
り
扱
い
を
変
更
し
ま
す

　
市
役
所
本
庁
舎
の
日
直
業
務
を

民
間
委
託
に
見
直
す
こ
と
に
伴
い
、

4
月
か
ら
日
直
で
は
公
金
を
預
か

ら
な
い
こ
と
に
変
更
し
ま
す
。

　
今
後
の
公
金
の
支
払
方
法
に
つ

い
て
は
、
各
担
当
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
税
金
…
納
税
課

（
☎
内
線
３
６
２
）
／
斎
場
使
用

料
…
斎
場
管
理
事
務
所
（
☎
54
１

２
０
４
）
／
介
護
保
険
料
…
健
康

長
寿
課
（
☎
内
線
３
９
１
）
／
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
医
療
保

険
課
（
☎
内
線
２
７
４
）
／
市
営

住
宅
家
賃
…
群
馬
県
住
宅
供
給
公

社
桐
生
支
所
（
☎
内
線
６
２
５
）

／
水
道
料
金
…
水
道
局
総
務
課

（
☎
内
線
３
２
５
）
／
下
水
道
受

益
者
負
担
金
…
下
水
道
課
（
☎
内

線
６
７
８
）
／
日
直
業
務
に
つ
い

て
…
人
材
育
成
課
（
☎
内
線
５
４

２
）

小
倉
ク
ラ
ッ
チ
・
ス
タ
ジ
ア

ム（
桐
生
球
場
）の
広
告
募
集

　
掲
出
場
所
、
広
告
サ
イ
ズ
、
年

間
掲
載
料
、
区
画
数
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
外
野
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン
ス
＝
縦

１
・
５
メ
ー
ト
ル
×
横
10
メ
ー
ト

お
知
ら
せ

ル
／
25
万
円
／
２
区
画

②
外
野
観
客
席
フ
ェ
ン
ス
＝
縦
１

メ
ー
ト
ル
×
横
２
・
８
メ
ー
ト
ル

／
５
万
円
／
25
区
画

③
内
野
観
客
席
フ
ェ
ン
ス
＝
縦
１

メ
ー
ト
ル
×
横
２
・
８
メ
ー
ト
ル

／
５
万
円
／
23
区
画

申
し
込
み
＝
申
込
書
と
必
要
書
類

を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
課
（
市
役
所
７
階
、

〒
３
７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役

所
、
☎
内
線
６
５
９
）
へ
。
募
集

要
項
と
申
込
用
紙
は
、
同
課
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚

　
４
月
21
日
（
木
）
に
、
す
み
れ

保
育
園
と
明
照
保
育
園
の
園
児
が

作
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
、
美
喜
仁
桐

生
文
化
会
館
前
に
掲
揚
し
ま
す
。

掲
揚
期
間
＝
４
月
21
日
（
木
）
～

５
月
11
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
０
）

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

対
象
＝
65
歳
未
満
で
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
が

「
特
定
受
給
資
格
者
（
離
職
理
由

コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、

32
）
」
ま
た
は
「
特
定
理
由
離
職

者
（
離
職
理
由
コ
ー
ド
が
23
、
33
、

34
）
」
に
該
当
す
る
人

軽
減
期
間
＝
失
業
時
～
翌
年
度
末

手
続
き
＝
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
、
印
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
が
分
か
る
も
の
を
持
参
し
、

直
接
医
療
保
険
課
（
市
役
所
１
階
、

☎
内
線
２
７
４
）
へ
。

月
に
一
度
は
漏
水
の
確
認
を

　
全
て
の
給
水
栓
を
閉
め
て
も
量

水
器
の
中
で
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

が
回
っ
て
い
る
場
合
は
、
漏
水
し

て
い
ま
す
。
漏
水
を
確
認
し
た
と

き
は
、
水
道
局
指
定
の
水
道
工
事

店
に
至
急
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
漏
水
に
よ
る
水
道

料
金
と
下
水
道
使
用
料
は
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
水
道
局
総
務
課

（
☎
内
線
３
２
５
）

き
れ
い
に
し
よ
う
よ

桐
生
事
業

　
道
路
や
水
路
の
清
掃
、
除
草
活

動
を
行
う
、
５
人
以
上
の
市
内
団

体
を
支
援
し
ま
す
。
※
他
の
支
援

を
受
け
て
い
る
団
体
を
除
く

申
し
込
み
＝
４
月
４
日
（
月
）
か

ら
22
日
（
金
）
ま
で
に
、
直
接
土

木
課
（
市
役
所
４
階
、
☎
内
線
５

９
６
・
５
９
７
）
、
新
里
・
黒
保

根
支
所
地
域
振
興
整
備
課
へ
。

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　
業
務
は
、
図
書
館
と
公
民
館
の

本
の
蔵
書
点
検
と
整
理
で
す
。

期
日
＝
6
月
14
日
（
火
）
か
ら
17

日
（
金
）
ま
で

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
図
書
館
、
各
公
民
館

時
給
＝
８
９
７
円

対
象
＝
18
歳
以
上
で
４
日
間
勤
務

で
き
る
人

募
集
人
数
＝
18
人
（
面
接
あ
り
）

申
し
込
み
＝
４
月
８
日
（
金
）
か

ら
23
日
（
土
）
ま
で
（
日
・
月
曜

日
を
除
く
）
に
、
直
接
図
書
館

（
☎
47
４
３
４
１
）
へ
。
申
込
用

紙
は
同
館
に
あ
り
ま
す
。

ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生
が
岡
遊

園
地
優
待
券
を
配
布

　
「
家
庭
の
日
」
に
ち
な
み
、
優

待
券
を
配
布
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
２
歳
以

上
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

期
間
＝
４
月
～
令
和
５
年
３
月

配
布
場
所
＝
幼
稚
園
、
保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
義
務

教
育
学
校
※
未
就
園
児
は
青
年
の

家
（
新
里
・
黒
保
根
地
区
は
両
公

民
館
）
で
配
布

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課
（
☎
47

２
１
８
４
）

Ｍマ

ユ

Ａ
Ｙ
Ｕ
ル
ー
ト
一
部
変
更

　
４
月
２
日
の
運
行
よ
り
、
遊
園

地
・
動
物
園
と
ま
ち
な
か
コ
ー
ス
、

重
伝
建
と
ま
ち
な
か
コ
ー
ス
、
各

運
行
ル
ー
ト
と
時
刻
表
を
一
部
変

更
し
ま
す
。

ル
ー
ト
の
詳
細
と
時
刻
表
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課

（
「
シ
ル
ク
ル
桐
生
」
内
、
☎
32

４
５
５
５
）
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新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

広
告

市
民
文
化
会
館
友
の
会

「
る
う
ふ
倶
楽
部
」会
員
募
集

チ
ケ
ッ
ト
の
割
引
や
先
行
予
約
、

会
員
限
定
イ
ベ
ン
ト
招
待
な
ど
の

特
典
が
あ
り
ま
す
。

年
会
費
＝
個
人
２
０
０
０
円
、
ペ

ア
３
０
０
０
円

有
効
期
限
＝
令
和
５
年
３
月
31
日

（
金
）

申
し
込
み
＝
年
会
費
を
添
え
て
美

喜
仁
桐
生
文
化
会
館
１
階
情
報
コ

ー
ナ
ー
（
☎
22
９
９
９
９
）
へ
。

傍
聴
で
き
ま
す

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
４
月
14
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
当
日
午

後
１
時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で

会
場
で
受
け
付
け

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
４

階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
Ａ

募
集
人
数
＝
５
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
内
線
６
５
４
）

渡
良
瀬
川
ク
リ
ー
ン
運
動

期
日
＝
５
月
８
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
８
時
～
９
時

集
合
場
所
＝
相
川
橋
右
岸
（
相
生

工
業
団
地
側
）
、
桐
商
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
さ
く
ら
遊
園
、
小
梅
琴
平
公

園
、
境
野
水
処
理
セ
ン
タ
ー
、
松

原
橋
公
園
、
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
広
沢
町
七
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
＝
土
木
課
（
☎
内
線

６
１
４
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
４
月
６
日
（
水
）
か
ら
15
日

（
金
）
ま
で
実
施
し
ま
す
。
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
「
『
大
丈
夫
！
』
自
己

の
過
信
が
　
事
故
招
く
」
、
サ
ブ

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ち
い
さ
な
て

き
づ
い
て
　
ぼ
く
が
わ
た
り
ま

す
」
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ
く
り
課

（
☎
内
線
４
６
５
）

桐
生
市
合
同
企
業
説
明
会

　
採
用
に
積
極
的
な
地
元
企
業
が

多
数
参
加
予
定
で
す
。

期
日
＝
４
月
21
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
４

階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

対
象
＝
令
和
５
年
３
月
卒
業
予
定

の
大
学
生
・
短
大
生
・
専
門
学
校

生
と
卒
業
後
３
年
以
内
の
既
卒
者

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
商
工
会
議
所

（
☎
45
１
２
０
１
）
、
商
工
振
興

課
（
☎
内
線
５
６
５
）

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

　
市
内
の
障
が
い
者
施
設
で
つ
く

っ
た
製
品
を
販
売
し
ま
す
。

▼
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
＝
４
月
14
日
（
木
）
・
28
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30

分問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
内
線

２
８
２
）

国
民
年
金
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
利
用
を

　
在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険

料
を
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

手
続
き
＝
市
民
課
（
市
役
所
１

階
）
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民

生
活
課
で
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
学
生
証

ま
た
は
在
学
証
明
書
。
同
世
帯
以

外
の
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、

委
任
状
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
も
必
要
で
す
。

　
令
和
３
年
度
の
学
生
納
付
特
例

が
承
認
に
な
っ
た
人
は
、
原
則
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る

は
が
き
形
式
の
申
請
書
を
返
送
す

る
だ
け
で
、
令
和
４
年
度
の
手
続

き
が
で
き
ま
す
。

退
職
時
に
は
手
続
き
を

　
厚
生
年
金
加
入
者
が
60
歳
未
満

で
退
職
し
た
と
き
は
、
国
民
年
金

加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

る
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と

き
、
離
婚
し
た
と
き
、
配
偶
者
が

65
歳
に
到
達
し
た
と
き
も
、
第
３

号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険

者
へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
＝
市
民
課
（
市
役
所
１

階
）
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民

生
活
課
、
境
野
・
広
沢
・
梅
田
・

相
生･

川
内
・
菱
公
民
館
で
で
き

ま
す
。
加
入
手
続
き
に
は
事
業
所

発
行
の
社
会
保
険
離
脱
証
明
書
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
年
金
事
務
所

（
☎
44
２
３
１
１
）
、
市
民
課

（
☎
内
線
２
７
３
）

　３月１日、各分野で市政伸展に貢献
いただいた９人を表彰しました。受賞
者は次のとおりです（敬称略）。
▶自治功労（１人）亀田修
▶保健福祉功労（５人）蛭間好江、須
田征洋、田中秀孝、前原フク子、塚本
靜子
▶産業経済功労（１人）坂本久美子
▶消防功労（２人）坂田功、粕川一良
問い合わせ＝秘書室（☎内線512）

市政功労者を表彰

15 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしガイド

広
告

体
育
施
設
年
間
利
用
券
販
売

有
効
期
限
＝
令
和
５
年
３
月
31
日

（
金
）

利
用
時
間
＝
専
用
使
用
が
あ
る
場

合
を
除
く
各
施
設
の
利
用
時
間
内

料
金
＝
森
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
桐

生
ス
タ
ジ
ア
ム
（
陸
上
競
技
場
）

４
０
０
０
円
（
高
校
生
２
０
０
０

円
）
／
庭
球
コ
ー
ト
（
相
生
・
相

川
・
元
宿
）
３
８
４
０
円
（
高
校

生
１
２
２
０
円
）
／
弓
道
場
・
相

撲
場
２
５
６
０
円
（
高
校
生
１
２

２
０
円
）

販
売
場
所
・
問
い
合
わ
せ

陸
上
競
技
場
の
利
用
券
＝
森
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
桐
生
ス
タ
ジ
ア
ム

（
☎
44
７
４
３
６
）

庭
球
コ
ー
ト
・
弓
道
場
・
相
撲
場

の
利
用
券
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
市
民
体
育
館
、
☎
52

２
３
６
２
）

施
設
園
芸
用
燃
料
価
格

高
騰
対
策
事
業

　
原
油
価
格
高
騰
に
伴
う
施
設
園

芸
農
家
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
燃

料
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個

人
事
業
主
お
よ
び
法
人
で
、
施
設

園
芸
農
業
を
営
ん
で
い
る
人

対
象
経
費
＝
令
和
3
年
10
月
か
ら

令
和
4
年
3
月
末
ま
で
に
購
入
し

た
、
園
芸
施
設
の
加
温
機
な
ど
に

使
用
す
る
重
油
や
灯
油
な
ど

補
助
額
＝
対
象
経
費
の
購
入
金
額

の
平
均
単
価
と
、
市
で
定
め
る
単

価
の
差
を
2
分
の
1
に
し
て
、
購

入
量
を
乗
じ
た
金
額
※
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
変
更
あ
り

申
し
込
み
＝
6
月
30
日
（
木
）
ま

で
に
、
申
請
書
を
直
接
農
林
振
興

課
（
市
役
所
３
階
、
☎
内
線
５
６

７
・
８
４
０
）
、
新
里
・
黒
保
根

支
所
地
域
振
興
整
備
課
へ
。
申
請

用
紙
は
同
課
、
両
支
所
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

環
境
都
市
推
進
補
助
金

　
件
数
に
は
上
限
が
あ
り
、
先
着

順
で
す
。
各
補
助
金
に
は
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
環
境
課

（
☎
内
線
４
５
４
・
５
７
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
５
月
６
日
（
金
）
か

ら
、
申
請
書
を
直
接
ま
た
は
郵
送

で
環
境
課
（
市
役
所
２
階
、
〒
３

７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役
所
）

へ
。
申
請
用
紙
は
、
同
課
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

▼
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

対
象
＝
４
月
１
日
以
降
に
個
人
住

宅
に
蓄
電
池
設
備
を
設
置
し
た
人

補
助
対
象
＝
蓄
電
池
設
備

補
助
額
＝
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

あ
た
り
１
万
円
（
上
限
５
万
円
）

▼
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

対
象
＝
運
転
免
許
を
有
す
る
人
ま

た
は
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た

人
（
返
納
後
60
日
以
内
）
で
、
４

月
１
日
以
降
に
市
内
の
販
売
店
で

購
入
し
た
人

補
助
対
象
＝
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車補
助
額
＝
購
入
金
額
の
４
分
の
１

（
上
限
１
万
５
０
０
０
円
）

市
税
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
方
法

に
、「
ｄ
払
い
」「
ａエ
ー
ユ
ーｕ
Ｐペ

イ
Ａ
Ｙ
」「
Ｊ

‐
Ｃコ

イ

ン

ｏ
ｉ
ｎ
Ｐペ

イ
ａ
ｙ
」が
加
わ
り

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、「
Ｐペ

イ
ａ
ｙ

Ｐペ

イ
ａ
ｙ
」な
ど
各
種
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
、
口
座
振
替
や

ペ
イ
ジ
ー
も
利
用
で
き
ま
す
。

取
扱
税
目
＝
市
・
県
民
税
（
普
通

徴
収
）
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
、

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）

問
い
合
わ
せ
＝
納
税
課
（
☎
内
線

２
３
５
・
２
３
６
）

危
険
な
塀
の
撤
去
費
用
補
助

　
地
震
な
ど
で
倒
壊
す
る
恐
れ
の

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
を

促
進
す
る
た
め
、
撤
去
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
塀

①
ひ
び
割
れ
、
破
損
お
よ
び
傾
斜

し
て
い
る
、
ま
た
は
建
築
基
準
法

に
適
合
し
て
い
な
い

②
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
、

石
造
、
れ
ん
が
造
な
ど

③
避
難
路
に
面
し
て
長
さ
が
３
メ

ー
ト
ル
以
上
、
高
さ
が
１
メ
ー
ト

ル
以
上
※
避
難
路
に
つ
い
て
は
各

種
条
件
あ
り

対
象
者
＝
塀
の
所
有
者
な
ど
で
、

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

補
助
額
＝
対
象
工
事
費
の
３
分
の

２
以
内
で
上
限
８
万
円
※
塀
の
長

さ
１
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
１
万
円
が

上
限

募
集
件
数
＝
５
件
程
度
（
予
算
の

範
囲
内
、
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
４
月
20
日
（
水
）
か

ら
11
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
、
申

請
書
と
必
要
書
類
を
、
直
接
建
築

指
導
課
（
市
役
所
４
階
、
☎
内
線

６
７
９
）
へ
。
申
請
用
紙
は
同
課

と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
の

受
託
事
業
者
を
募
集

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に

介
護
予
防
普
及
啓
発
の
教
室
を
実

施
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

委
託
内
容
＝
市
内
の
日
常
生
活
圏

域
ご
と
に
、
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
※
詳
し
く
は
募
集
要
項

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
＝
６
月
か
ら
令
和
５
年

３
月
ま
で
（
１
コ
ー
ス
５
日
間
）

対
象
＝
介
護
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
運
動
指
導
が
で
き
る
従
事

者
が
い
る
事
業
所
や
団
体
な
ど

募
集
数
＝
市
内
の
日
常
生
活
圏
域

ご
と
に
１
か
所
で
、
１
事
業
者
１

教
室

申
し
込
み
＝
４
月
25
日
（
月
）
ま

で
に
、
申
請
書
類
を
直
接
健
康
長

寿
課
（
市
役
所
１
階
、
☎
内
線
５

５
７
）
へ
。
募
集
要
項
な
ど
は
４
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新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

広
告

月
５
日
（
火
）
か
ら
25
日
（
月
）

ま
で
同
課
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
移
住
支
援
金

　
人
口
一
極
集
中
対
策
と
地
方
で

の
担
い
手
確
保
の
た
め
、
東
京
圏

で
５
年
以
上
居
住
ま
た
は
就
労
し

て
い
た
人
が
、
地
方
で
就
職
や
テ

レ
ワ
ー
ク
、
起
業
な
ど
を
し
た
場

合
、
移
住
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
東
京
圏
で
の
住
所
や
勤
務
地
に

関
す
る
要
件
の
ほ
か
、
対
象
企
業

へ
の
就
職
や
起
業
に
関
す
る
要
件

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
定
住
促
進
室
（
☎

内
線
３
６
７
）

「
ゆ
い
ね
っ
と
」
が

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
移
行
し
ま
す

　
桐
生
市
民
活
動
応
援
サ
イ
ト

「
ゆ
い
ね
っ
と
」
が
、
4
月
か
ら

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

へ
と
変
わ
り
ま
す
。

　
配
信
内
容
は
、
市
民
活
動
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
募
集
情
報
、
市
民
活
動
に

役
立
つ
補
助
金
情
報
な
ど
で
す
。

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
登
録
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ

く
り
課
（
☎
内
線
３
８
３
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び

準
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
試
験

期
日
・
場
所
＝
６
月
19
日
（
日
）

群
馬
県
公
社
総
合
ビ
ル
ま
た
は
群

馬
建
設
会
館
、
６
月
26
日
（
日
）

関
東
学
園
大
学
、
７
月
３
日
（
日
）

Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬

時
間
＝
甲
種
午
前
10
時
～
午
後
０

時
30
分
、
乙
種
４
類
（
午
前
の
部
）

午
前
10
時
～
正
午
、
乙
種
４
類

（
午
後
の
部
）
午
後
２
時
～
４
時
、

乙
種
（
４
類
以
外
）
午
後
２
時
～

４
時
、
丙
種
午
後
２
時
～
３
時
15

分費
用
＝
甲
種
６
６
０
０
円
、
乙
種

４
６
０
０
円
、
丙
種
３
７
０
０
円

申
し
込
み
＝
書
面
申
請
は
４
月
25

日
（
月
）
か
ら
５
月
９
日
（
月
）

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
申

込
書
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
（
一

財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
群

馬
県
支
部
（
前
橋
市
大
渡
町
一
丁

目
10
‐
7
）
へ
。
電
子
申
請
は
４

月
22
日
（
金
）
か
ら
５
月
６
日

（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に
、
同
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
試
験
案
内
、

願
書
は
消
防
本
部
、
両
消
防
署
、

各
分
署
に
あ
り
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

期
日
＝
５
月
12
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館

対
象
＝
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種

第
４
類
受
験
者

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
１
万
２
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
４
月
25
日
（
月
）
か

ら
５
月
９
日
（
月
）
午
後
５
時
15

分
ま
で
に
、
申
込
書
と
費
用
を
添

え
て
、
直
接
消
防
本
部
予
防
課
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
47
１
７
０
３
）

公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
募
集

任
期
＝
７
月
１
日
か
ら
令
和
６
年

６
月
30
日
ま
で

対
象
＝
市
内
に
居
住
し
、
公
民
館

運
営
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上
の

人
で
、
年
４
回
程
度
の
会
議
に
出

席
で
き
る
人
。
※
報
酬
あ
り

募
集
人
数
＝
２
人
（
選
考
あ
り
）

申
し
込
み
＝
４
月
８
日
（
金
）
か

ら
28
日
（
木
）
ま
で
に
、
応
募
票

と
第
１
次
選
考
の
小
論
文
「
社
会

教
育
と
公
民
館
運
営
」
（
８
０
0

字
以
内
）
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）
で
中
央
公
民

館
（
〒
３
７
６
‐
０
０
２
２
稲
荷

町
１
‐
４
、
☎
47
４
３
４
３
）
へ
。

応
募
票
は
同
館
に
あ
り
ま
す
。

図
書
館
協
議
会
委
員
募
集

任
期
＝
７
月
１
日
か
ら
２
年
間

対
象
＝
市
内
に
居
住
し
、
図
書
館

運
営
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上
の

人
。
※
年
３
回
程
度
、
平
日
の
午

後
に
会
議
あ
り
。
報
酬
あ
り
。

申
し
込
み
＝
４
月
12
日
（
火
）
か

ら
28
日
（
木
）
ま
で
に
、
応
募
票

と
第
１
次
選
考
の
小
論
文
「
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
に
期
待
す
る
も
の
」

（
８
０
０
字
以
内
）
を
、
直
接
ま

た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
で

図
書
館
（
〒
３
７
６
‐
０
０
２
２

稲
荷
町
１
‐
４
、
☎
47
４
３
４
１
）

へ
。
応
募
票
は
同
館
と
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　子どもへの身体的虐待、心理的虐待、
育児放棄、性的虐待など、虐待かもと
思ったら児童相談所全国共通ダイヤル
（☎ 189）または子育て相談課（☎ 43
‐2000）に通告、相談をしてください。

虐待かも…と思ったら

☎１８９（いち・はや・く）

ストップ！特殊詐欺特殊詐欺‼
おかしいな…と思ったら

金融機関や警察がキャッシュカードを預か
ることはありません。絶対に渡さないでくだ
さい。
問い合わせ＝桐生警察署（☎43‐0110）、
群馬県警察振り込め詐欺被害防止ホット
ライン（☎027‐224‐5454）

17 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしガイド

広
告

桐
生
市
史
編
さ
ん
審
議
会

委
員
募
集

　
市
史
編
さ
ん
の
基
本
計
画
の
審

議
な
ど
を
行
う
審
議
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

任
期
＝
委
嘱
の
日
か
ら
令
和
６
年

５
月
31
日
ま
で

対
象
＝
市
内
に
居
住
し
、
新
し
い

桐
生
市
史
の
編
さ
ん
に
関
心
を
持

つ
、
４
月
１
日
に
満
18
歳
以
上
の

人
※
令
和
４
年
度
は
３
回
程
度
、

平
日
昼
間
の
会
議
あ
り
。
報
酬
あ

り
。

募
集
人
数
＝
２
人
以
内（
選
考
あ
り
）

申
し
込
み
＝
４
月
20
日
（
水
）
ま

で
に
、
申
込
書
と
第
１
次
選
考
の

小
論
文
「
委
員
に
応
募
し
た
理

由
」
（
８
０
０
字
以
内
。
様
式
自

由
）
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
市

史
編
さ
ん
室
（
中
央
公
民
館
３
階
、

〒
３
７
６
‐
０
０
２
２
稲
荷
町
１

‐
４
、shishihensan@

city.
kiryu.lg.jp

）
へ
。
申
込
用
紙
は

同
室
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
史
編
さ
ん
室

（
☎
47
７
３
３
５
）

年
少
指
導
者
養
成
研
修
会

　
受
講
者
は
、
桐
生
市
子
ど
も
会

講
座

リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
Ｋ
Ｌ
Ｃ
）

に
所
属
し
、
活
動
で
き
ま
す
。

期
日
＝
４
月
24
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
＝
青
年
の
家

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
学

す
る
高
校
生

募
集
人
数
＝
50
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
４
月
11
日
（
月
）
か

ら
20
日
（
水
）
ま
で
に
、
直
接
青

年
の
家
（
☎
47
２
１
８
６
）
へ
。

自
然
観
察
の
森
の
講
座

集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森

申
し
込
み
＝
４
月
7
日
（
木
）
か

ら
電
話
で
自
然
観
察
の
森
（
☎
65

６
９
０
１
）
へ
。
※
毎
週
火
曜
日

と
４
月
27
日
（
水
）
を
除
く

▼
春
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

期
日
＝
4
月
24
日
（
日
）
、
5
月

8
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
5
時
30
分
～
7
時

募
集
人
数
＝
各
日
20
人
（
先
着
順
）

▼
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
春
の
森

を
歩
こ
う
※
申
し
込
み
不
要

期
日
＝
5
月
3
日
（
祝
）
～
5
日

（
祝
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
3
時

▼
森
で
ヨ
ガ

期
日
＝
5
月
13
日
（
金
）
・
20
日

（
金
）
・
27
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
1
時
～
2
時

募
集
人
数
＝
各
日
10
人
（
先
着
順
）

▼
里
山
保
全
講
座

対
象
＝
中
学
生
以
上

期
日
＝
5
月
15
日
（
日
）
、
6
月

19
日
（
日
）
、
8
月
28
日
（
日
）
、

10
月
16
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
3
時
※

６
月
・
８
月
は
午
前
9
時
30
分
～

正
午

募
集
人
数
＝
各
日
10
人
（
先
着
順
）

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー
の
講
座

申
し
込
み
＝
電
話
（
日
・
月
曜
日

を
除
く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

で
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
32
２
６
４
４
）
へ
。

▼
初
め
て
の
親
子
キ
ャ
ン
プ
教
室

期
日
・
時
間
＝
5
月
14
日
（
土
）

午
前
9
時
30
分
～
15
日
（
日
）
午

後
２
時
30
分

場
所
＝
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー募
集
人
数
＝
親
子
10
組
（
先
着
順
）

※
20
歳
以
上
の
人
が
同
伴
す
れ
ば

親
子
で
な
く
て
も
可

費
用
＝
高
校
生
以
上
２
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
２
０
０
０
円
、
未
就

学
児
（
3
歳
～
）
５
０
０
円

申
込
期
間
＝
4
月
16
日
（
土
）
～

22
日
（
金
）

▼
親
子
カ
ヌ
ー
教
室

期
日
＝
6
月
4
日
（
土
）

時
間
＝
前
半
の
部
…
午
前
9
時
30

分
～
10
時
45
分
／
後
半
の
部
…
午

前
11
時
～
午
後
０
時
15
分

場
所
＝
梅
田
湖

募
集
人
数
＝
各
親
子
24
人
（
先
着

順
）
※
20
歳
以
上
の
人
が
同
伴
す

　２月９日、ウェブ会議システムを活用し、第
２期「第２回桐生・みどり未来創生会議」を開
催しました。会議では「公共施設のあり方」と
「広域観光」の２テーマで協議を行いました。
　「公共施設のあり方」については、両市の共
同事業などにおける協力の継続や、現状把握の
ための施設見学会の実施、公共施設の改良や利
活用などの意見がありました。
　「広域観光」については、両市のＰＲにおけ
る広域的な取り組みや地元の人への魅力の周知、
ＳＮＳによる情報発信などの意見がありました。
　次回の会議では今回の意見を整理し、「公共
施設のあり方」について引き続き協議を行い、
「広域観光」についても両市で調整を進める予
定です。
問い合わせ＝企画課（☎内線524）

第２期「第２回桐生・みどり未来創生会議」第２期「第２回桐生・みどり未来創生会議」

広報きりゅう令和４年４月号 18



新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

れ
ば
親
子
で
な
く
て
も
可

費
用
＝
高
校
生
以
上
２
７
０
0
円
、

中
学
生
以
下
１
７
０
０
円

申
込
期
間
＝
5
月
7
日
（
土
）
～

13
日
（
金
）

初
心
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
教
室

期
間
＝
５
月
12
日
か
ら
６
月
９
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分場
所
＝
森
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
桐

生
ス
タ
ジ
ア
ム
（
陸
上
競
技
場
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
・

通
学
す
る
18
歳
以
上
の
人
※
高
校

生
を
除
く

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
１
０
０
０
円
（
保
険
料
含

む
）

申
し
込
み
＝
４
月
14
日
（
木
）
か

ら
、
電
話
で
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
市
民
体
育
館
、
☎
52

２
３
６
２
）
へ
。

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
講
座

申
し
込
み
＝
電
話
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
で
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
☎
54
２
１
０
１
）
へ
。

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
就
職
・
再
就
職
必
須
シ
リ
ー
ズ

講
座
（
修
了
証
と
就
職
支
援
付
き
）

　
開
催
日
時
、
募
集
人
数
、
費
用

は
、
選
択
す
る
講
座
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

期
間
＝
５
月
13
日
か
ら
令
和
５
年

２
月
13
日
ま
で

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時
30
分
、

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

募
集
人
数
＝
16
～
20
人
（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
各
講
座
２
１
０
０
円
～
２

万
６
８
０
円

申
込
締
切
＝
４
月
27
日
（
水
）

▼
パ
ソ
コ
ン
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
サ

ポ
ー
ト
（
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
個
別

学
習
）

期
間
＝
昼
間
コ
ー
ス
…
５
月
16
日

か
ら
７
月
８
日
ま
で
の
毎
週
月
・

金
曜
日
／
夜
間
コ
ー
ス
…
４
月
28

日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
の
毎
週
木

曜
日

時
間
＝
昼
間
コ
ー
ス
…
午
前
10
時

～
正
午
／
夜
間
コ
ー
ス
…
午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分

募
集
人
数
＝
各
コ
ー
ス
16
人
（
抽

せ
ん
）

費
用
＝
昼
間
コ
ー
ス
…
９
０
２
０

円
～
９
９
０
０
円
／
夜
間
コ
ー
ス

…
８
８
０
０
円
～
８
９
１
０
円

申
込
締
切
＝
昼
間
コ
ー
ス
４
月
28

日
（
木
）
／
夜
間
コ
ー
ス
４
月
18

日
（
月
）

▼
ワ
ー
ド
講
座

期
日
＝
５
月
13
日
か
ら
７
月
15
日

日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時

対
象
＝
簡
単
な
文
字
入
力
や
マ
ウ

ス
操
作
の
出
来
る
人

募
集
人
数
＝
20
人
（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
１
万
３
２
０
０
円

申
込
締
切
＝
４
月
27
日
（
水
）

▼
医
療
事
務
技
能
認
定
試
験
対
応

医
療
事
務
講
座
（
就
職
支
援
付
き
）

期
間
＝
５
月
25
日
か
ら
10
月
19
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30

分募
集
人
数
＝
20
人
（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
２
万
９
３
８
０
円

申
込
締
切
＝
５
月
10
日
（
火
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

▼
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
　
あ
お
ぞ
ら

お
は
な
し
会

期
日
＝
４
月
９
日
（
土
）
・
23
日

（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

場
所
＝
新
川
公
園
芝
生
広
場
※
雨

天
の
場
合
は
、
中
央
公
民
館
４
０

３
研
修
室

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

▼
え
ほ
ん
は
と
も
だ
ち
図
書
館
お

は
な
し
会

期
日
＝
４
月
９
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

場
所
＝
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
児
童
・

子
育
て
室

問
い
合
わ
せ
＝
新
里
図
書
館
（
☎

47
８
０
８
０
）

▼
お
や
こ
で
に
っ
こ
り
　
オ
ン
ラ

イ
ン
お
は
な
し
会

Ｗウ
ェ
ベ
ッ
ク
ス

ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
を
利
用
し
た
お
は

イ
ベ
ン
ト

な
し
会
で
す
。
申
込
者
に
は
、
事

前
に
操
作
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

期
日
＝
4
月
21
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
か
ら
30
分

程
度

対
象
＝
2
歳
～
5
歳
児

申
し
込
み
＝
4
月
12
日
（
火
）
午

前
9
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
図
書
館
（
☎
47
４
３

４
１
、toshokan@

city.kiryu
.lg.jp

）
へ
。
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
保
護
者
氏
名
、
お
子
さ
ん
の

名
前
と
年
齢
、
住
所
、
日
中
連
絡

の
取
れ
る
電
話
番
号
、
当
日
使
用

す
る
機
器
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

イ
ベ
ン
ト

4
月
23
日
は
「
子
ど
も
読
書
の

日
」
、
4
月
23
日
か
ら
5
月
12
日

ま
で
は
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

で
す
。
期
間
中
に
、
次
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

①
ブ
ッ
ク
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

子
ど
も
の
好
き
な
本
を
、
こ
い

の
ぼ
り
の
付
箋
に
書
い
て
も
ら
い
、

展
示
し
ま
す
。

期
日
＝
4
月
23
日
（
土
）
・
24
日

（
日
）

場
所
＝
図
書
館

②
本
の
福
袋
貸
し
出
し

期
間
＝
4
月
23
日
（
土
）
か
ら
※

数
量
限
定
、
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所
＝
図
書
館
、
新
里
図
書
館

対
象
＝
小
学
生
ま
で

③
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
　
あ
お
ぞ
ら

お
は
な
し
会
「
こ
ど
も
の
日
ス
ペ

シ
ャ
ル
」

図
書
館
で
活
動
し
て
い
る
４
団

体
が
、
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
5
月
5
日
（
祝
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
か
ら
各
団

体
20
分
程
度

場
所
＝
新
川
公
園

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
春
の
星
空
と
星
座
の
お
は
な
し

を
投
影
し
ま
す
。

期
日
＝
４
月
９
日
（
土
）
・
10
日

（
日
）
・
23
日
（
土
）
・
24
日
（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室募
集
人
数
＝
各
日
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館
（
☎
47
４
３

４
１
）
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布
。

▼
こ
ど
も
の
日
特
別
投
影

期
日
＝
5
月
5
日
（
祝
）

時
間
＝
午
前
の
部
…
午
前
10
時
～

10
時
40
分
／
午
後
の
部
…
午
後
2

時
～
2
時
40
分
※
各
10
分
前
ま
で

に
入
場

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室募
集
人
数
＝
各
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
4
月
12
日
（
火
）
午

前
9
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
図
書
館
（
☎
47
４
３
４
１
）
へ
。

19 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしガイド
第
１
回
昭
和
レ
ト
ロ
散
歩

　
「
第
1
回
昭
和
レ
ト
ロ
散
歩
　

‐
消
え
た
桐
生
の
百
貨
店
を
め
ぐ

る
‐
」
と
題
し
、
“
織
都
桐
生
”

案
内
人
の
会
に
よ
る
自
主
企
画
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
４
年
は
「
三
越
サ
テ
ラ
イ

ト
桐
生
」
が
、
出
店
か
ら
３
０
０

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、

昭
和
40
年
代
に
桐
生
に
あ
っ
た
百

貨
店
の
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

期
日
＝
4
月
24
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
9
時
～
正
午
（
予
定
）

集
合
場
所
＝
シ
ル
ク
ル
桐
生
※
駐

車
場
は
、
桐
生
市
観
光
バ
ス
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
、
群

馬
県
民
限
定
）

費
用
＝
３
０
０
円
※
当
日
集
金

申
し
込
み
＝
4
月
9
日
（
土
）
午

前
10
時
か
ら
、
電
話
で
（
一
社
）

桐
生
市
観
光
物
産
協
会
（
「
シ
ル

ク
ル
桐
生
」
内
、
☎
32
４
５
５
５
）

へ
。

桐
生
え
き
な
か
市

　
新
鮮
な
産
直
野
菜
や
手
作
り
加

工
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

期
日
＝
４
月
10
日
か
ら
５
月
１
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分
※

売
り
切
れ
次
第
終
了

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

内
線
３
６
６
）

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
４
月
16
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
一
日
５
回
上
演

場
所
＝
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

館
（
有
鄰
館
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

内
線
３
６
６
）

市
民
植
木
市

期
日
＝
４
月
16
日
（
土
）
・
17
日

（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所=

市
役
所
構
内
駐
車
場

▼
園
芸
・
樹
木
の
相
談

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
苗
木
や
球
根
の
無
料
配
布

時
間
＝
１
回
目
…
午
前
10
時
か
ら

／
２
回
目
…
午
後
２
時
か
ら
※
各

回
配
布
数
に
限
り
あ
り

対
象
＝
中
学
生
以
上

問
い
合
わ
せ
＝
公
園
緑
地
課
（
☎

内
線
７
６
５
）

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
し
た
後
、
絵
本
を
2
冊
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
読
み
聞

か
せ

対
象
＝
1
歳
未
満
ま
た
は
令
和
３

年
度
対
象
者
で
、
ま
だ
絵
本
を
引

換
え
て
い
な
い
人

期
日
＝
４
月
13
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
中
央
公
民
館
４
０
３
研
修

室持
ち
物
＝
桐
生
市
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
引
換
券
と
母
子
手
帳

▼
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
み

期
間
＝
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

（
祝
日
を
除
く
）

時
間
＝
午
前
9
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
図
書
館
、
新
里
図
書
館

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

　
療
育
手
帳
の
新
規
取
得
、
更
新

の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
５
月
12
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

子
育
て

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広
町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て
相
談

課
（
☎
43
２
０
０
０
）
へ
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
手
当
額

児
童
扶
養
手
当
（
月
額
）

　
４
月
分
（
５
月
定
期
支
給
）
か

ら
の
手
当
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
第
１
子
＝
全
部
支
給
…
４
万
３

０
７
０
円
、
一
部
支
給
…
４
万
３

０
６
０
円
～
１
万
１
６
０
円

▼
第
２
子
加
算
＝
全
部
支
給
…
１

万
１
７
０
円
、
一
部
支
給
…
１
万

１
６
０
円
～
５
０
９
０
円

▼
第
３
子
以
降
加
算
＝
全
部
支
給

…
６
１
０
０
円
、
一
部
支
給
…
６

０
９
０
円
～
３
０
５
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
月
額
）

　
４
月
分
（
８
月
定
期
支
給
）
か

ら
の
手
当
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
１
級
＝
５
万
２
４
０
０
円

▼
２
級
＝
３
万
４
９
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
47
１
１
５
０
）

発
達
相
談
会

　
４
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
発
達

に
関
す
る
相
談
を
心
理
士
が
お
受

け
し
ま
す
。

期
日
＝
５
月
９
日
（
月
）
・
13
日

（
金
）
・
14
日
（
土
）
・
16
日

（
月
）
・
26
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て
相
談

課
（
☎
43
２
０
０
０
）
へ
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
助
成
事
業

　
市
で
は
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の

登
録
者
が
骨
髄
ま
た
は
末
梢
血
幹

細
胞
を
提
供
し
た
場
合
に
、
診
療

日
数
な
ど
に
応
じ
、
日
額
２
万
円

（
最
大
７
日
分
）
を
助
成
し
ま
す
。

　
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
の
あ
る
事
業

健
康

　子どもと子育て中の保護
者からの相談に応じます
（土・日曜日も対応）。
時間＝月～金曜日…午前８
時30分～午後５時15分／
土・日曜日…午前10時～
午後４時※祝日、年末年始
を除く
相談・問い合わせ＝直接ま
たは電話で、子育て相談課
（保健福祉会館、☎0120
‐10‐7867、☎43‐2000、
ファクシミリ47‐1151、
Ｅメールkosodatesodan@
city.kiryu.lg.jp）へ。

子どもすこやか子どもすこやか
ホットラインホットライン
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新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

所
の
従
業
員
は
助
成
の
対
象
外
に

な
る
な
ど
の
条
件
や
、
手
続
き
に

は
必
要
書
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
医
療
感
染
症

対
策
室
（
☎
内
線
３
０
６
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
定
期
接
種
と
任
意
接
種
が
あ
り
、

対
象
者
と
費
用
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
し
た
人
は
対
象
外

で
す
。
な
お
、
こ
の
予
防
接
種
は
、

義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期
間
＝
４
月
１
日
（
金
）
～
令
和

５
年
３
月
31
日
（
金
）

【
定
期
接
種
】

対
象
＝
①
令
和
４
年
度
中
に
65
歳
・

70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90

歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
に
な
る
人

②
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
疾
患
・

免
疫
不
全
の
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
を
持
つ
人
※
対
象
者
に
は
、
４

月
に
予
診
票
を
郵
送

費
用
＝
２
０
０
０
円
※
生
活
保
護

世
帯
の
人
は
申
し
出
に
よ
り
無
料

場
所
＝
桐
生
市
医
師
会
に
登
録
し

た
接
種
医
の
い
る
協
力
保
険
医
療

機
関
と
、
群
馬
県
内
相
互
乗
り
入

れ
予
防
接
種
に
協
力
す
る
保
険
医

療
機
関

申
し
込
み
＝
電
話
で
希
望
す
る
保

険
医
療
機
関
へ
。
接
種
を
受
け
る

と
き
に
は
、
予
診
票
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

【
任
意
接
種
一
部
助
成
】

対
象
＝
接
種
日
に
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
、
満
65
歳
以
上
で
定

期
接
種
対
象
外
の
人
※
任
意
接
種

を
受
け
た
場
合
、
定
期
接
種
は
対

象
外

費
用
＝
接
種
費
用
か
ら
２
０
０
０

円
を
差
し
引
い
た
額
※
費
用
は
保

険
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す

場
所
＝
桐
生
市
医
師
会
に
登
録
し

た
接
種
医
の
い
る
協
力
保
険
医
療

機
関

申
し
込
み
＝
電
話
で
希
望
す
る
保

険
医
療
機
関
へ
。
接
種
の
際
に
は
、

健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

内
線
２
６
９
）

市
民
体
力
測
定

期
日
＝
５
月
７
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
８
時
50
分
～
正
午

場
所
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
市
民
体
育
館
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
・

通
学
す
る
20
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
60
人
（
先
着
順
）

内
容
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
よ
る
「
新

体
力
テ
ス
ト
」

持
ち
物
な
ど
＝
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

※
運
動
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
４
月
11
日
（
月
）
か

ら
28
日
（
木
）
ま
で
に
、
電
話
で

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
（
☎
内

線
６
５
８
）
へ
。

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
年
次
有
給
休
暇
の
促
進

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
新
し
い
働
き
方
・

休
み
方
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、

年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与
制

度
や
、
労
働
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
に
応
じ
た
時
間
単
位
の
年
次
有

給
休
暇
制
度
の
導
入
が
効
果
的
で

す
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室
（
☎
０
２
７
‐
８

９
６
‐
４
７
３
９
）

●
大
川
美
術
館
企
画
展

生
誕
１
１
０
年
『
み
ん
な
の
オ
ノ

サ
ト
・
ト
シ
ノ
ブ
展
』
ベ
タ
丸
と

色
彩
の
無
限
の
フ
ィ
ー
ル
ド

期
間
＝
4
月
23
日
（
土
）
～
6
月

19
日
（
日
）
※
月
曜
日
を
除
く

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時
※

入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

費
用
＝
一
般
１
０
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
６
０
０
円
、
小
・
中
学
生

３
０
０
円
※
各
種
割
引
あ
り

問
い
合
わ
せ
＝
大
川
美
術
館
（
☎

46
３
３
０
０
）

●
県
営
住
宅
抽
せ
ん
団
地
入
居
者

募
集

対
象
＝
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
※

収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
＝
５
月
1
日
（
日
）
か

ら
15
日
（
日
）
ま
で
に
、
申
込
書

を
専
用
封
筒
に
入
れ
、
郵
送
で
県

住
宅
供
給
公
社
（
〒
３
７
６
‐
０

０
２
５
前
橋
市
紅
雲
町
一
丁
目
7

‐
12
）
へ
。
申
込
用
紙
は
、
県
住

宅
供
給
公
社
桐
生
支
所
（
市
役
所

４
階
）
に
あ
り
ま
す
。

入
居
可
能
日
＝
当
せ
ん
後
、
入
居

資
格
審
査
が
完
了
次
第
、
個
別
に

案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
０
２
７
‐
２
２
３
‐
５
８
１

１
）

●
太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電
池
の
共

同
購
入
参
加
者
募
集

　
日
々
の
生
活
に
使
う
電
気
を
自

宅
の
屋
根
で
発
電
で
き
る
太
陽
光

パ
ネ
ル
、
発
電
し
た
電
気
を
夜
間

や
災
害
時
に
活
用
で
き
る
蓄
電
池

を
導
入
し
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

申
請
期
限
＝
8
月
31
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
み
ん
な
の
お

う
ち
に
太
陽
光
事
務
局
（
☎
０
１

２
０
‐
６
９
８
‐
３
０
０
）

●
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
in
桐
生

（
大
学
連
携
事
業
）

　
「
研
究
の
目
利
き
と
語
る
群
馬

大
学
の
使
い
倒
し
方
」
と
題
し
、

群
馬
大
学
特
任
教
授
の
登
坂
和
洋

さ
ん
が
お
話
し
ま
す
。

期
日
＝
４
月
９
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
電
話
で
プ
ラ
ス
ア

ン
カ
ー
（
☎
０
８
０
‐

１
１
５
２
‐
0
０
８
３
）

ま
た
は
専
用
申
込
フ
ォ

ー
ム
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
、

企
画
課
（
☎
内
線
５
７
７
）

イ
ン

人口と世帯（２月 28日現在）

人口 106,024人 （ －206人）

男 51,127人 （   －90人）

女 54,897人 （ －116人）

世帯 49,381世帯 （－51世帯）

（ ）内は前月比

子ども医療電話相談

　休日や夜間（翌朝８時まで）に子
どもが急に具合が悪くなったとき、
相談に応じます。

☎♯８０００（短縮）

21 桐生市役所（☎0277 ‐ 46 ‐ 1111）



くらしの便利ガイド

乳 幼 児 の 健 康 診 査 な ど
　新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため、
時間を区切って受け付
けます。対象者には受
付時間を掲載した通知
を送付しますので、ご
確認ください。
　また、感染状況など
により、延期・中止す
る場合があります。詳
しくは、市ホームペー
ジやふれあいメールを
ご確認ください。
問い合わせ＝子育て
相談課（☎43 ‐ 2003、
43 ‐ 2009）

行事 期日 対象 場所

３か月児健康診査 ５/18（水）令和４年１月11日～２月15日生まれ

保健福祉会館
（末広町）

10か月児健康診査 ５/11（水）令和３年６月11日～７月10日生まれ

１歳６か月児健康診査 ５/24（火）令和２年10月６日～11月10日生まれ

２歳児歯科健康診査 ５/27（金）令和元年11月生まれ

３歳児健康診査 ５/20（金）平成30年10月22日～11月14日生まれ

育児相談 ５/19（木）小学校入学前のお子さんと保護者※申し込みが必要

すこやか栄養相談 随時 妊婦または子育て中の人

もぐもぐ離乳食 ５/19（木）生後４～５か月のお子さんと保護者※申し込みが必要

３・10か月児健康診査 ５/26（木）３か月＝令和４年１月16日～２月20日生まれ10か月＝令和３年６月21日～７月26日生まれ
新里町保健

文化センター

各 種 相 談 案 内
相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

市民相談室（市役所２階）
市民相談室（☎内線355・503）
※電話での相談にも応じます

無料法律相談
（弁護士による相談）

4月7日・14日・21日・28日の各木曜日、午
前10時～正午、募集人数は各日５人（先
着順）※２週間前の木曜日から電話で要
予約（午前９時～午後４時）

市民相談室（市役所２階）市民相談室（☎内線355・503）

人権相談
（人権侵害や差別などに関する
相談）
行政相談

（国などの仕事への要望・苦情）

（人権相談のみ）４月12日（火）・26日（火）
（行政相談のみ）４月19日（火）
午後１時30分～３時30分

市民相談室（市役所２階）

人権相談…地域づくり課（☎
内線317）
行政相談…市民相談情報課
（☎内線472）

５月２日（月）午前９時30分～11時30分 新里総合センター３階
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

４月20日（水）午前９時～11時 黒保根支所２階
黒保根支所市民生活課
（☎96‐2111）

消費生活相談
（消費生活の苦情や相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

桐生市消費生活センター
（保健福祉会館４階）

桐生市消費生活センター
（☎40‐1112）

労働相談
（職場のトラブルに関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時15分

ぐんま県民労働相談センター（☎0120‐54‐6010）

ぐんま若者サポート
ステーション出張相談
対象＝15歳～49歳の人と家族

（働くことに関する相談）

４月20日（水）午前10時～午後４時
※要予約（火～金曜日、第２・４土曜日
の午前10時～午後６時）

勤労福祉会館３階
ぐんま若者サポートステーショ
ン東毛常設サテライト
（☎0276‐57‐8222）

コロナ禍相談窓口
（事業者向け経営相談）

第２・４火曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時※電話で要確認

職業訓練センター
群馬県よろず支援拠点専用電
話（☎070‐4195‐4729）

子育て相談
（子育てに関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

保健福祉会館１階 子育て相談課（☎0120‐10‐
7867、☎43‐2000、kosodate
sodan@city.kiryu.lg.jp）土・日曜日（祝日を除く）

午前10時～午後４時
保健福祉会館３階

児童虐待通報
（児童虐待と思ったら） 24時間対応

群馬県東部児童相談所（☎0276‐57‐6111）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

※福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
※土、日、祝日、年末年始は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。
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※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。休日当番医・接
骨院は変更になる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎22‐0099（24時間対応）

４・５月  休日当番接骨院
時間 =午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。

期日 接骨院（電話番号） 場所
４月３日
（日）

清水接骨院（47‐6386） 広沢町一丁目
なかじま接骨院（73‐6902）みどり市大間々町

10 日
（日）

中島鍼灸接骨院　仲町（43‐4117）仲町二丁目
高橋接骨院（52‐0846） 広沢町五丁目

17 日
（日）

中里接骨院（52‐6336） 広沢町一丁目
いけだ整骨院（43‐5233）東四丁目

24 日
（日）

澤接骨院（53‐9966） 相生町一丁目
深澤接骨院（46‐2929） 境野町二丁目

29 日
（祝）

近藤接骨院（72‐1455） みどり市大間々町
福間接骨院（44‐5100） 東七丁目

５月１日
（日）

藤倉接骨院（43‐5374） 境野町六丁目
のざわ接骨院（46‐8915） みどり市笠懸町

３日
（祝）

武井接骨院（77‐1156） みどり市笠懸町
ひろさわ接骨院（46‐6633）広沢町六丁目

４日
（祝）

中村接骨院（32‐1878） 梅田町一丁目
みのる接骨院（55‐1511）相生町二丁目

５日
（祝）

新井接骨院（44‐7577） 境野町四丁目
佐藤接骨院（51‐5858） 新里町小林

４・５月　休日当番医   時間：午前９時～午後６時
期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

４月3日
（日）

小児科 ひきた小児科クリニック（44 ‐ 3040）仲町二丁目
内・形成外科 関内科医院（73 ‐ 2022） みどり市大間々町
脳・内・皮・整形外科 さくらクリニック（46 ‐ 3739） 本町六丁目

10 日
（日）

小児科 おのこどもクリニック（20 ‐ 7780）新宿三丁目
内科 さいとう内科クリニック（47 ‐ 7770）みどり市笠懸町
神・内科 阿部医院（53 ‐ 5411） 相生町一丁目

17 日
（日）

小児科 アウルこどもクリニック（70 ‐ 2112）新里町山上
内科 五十嵐内科医院（22 ‐ 7043） 本町二丁目
外・眼科 桐生クリニック（54 ‐ 1350） 広沢町二丁目

24 日
（日）

小児科 みらいこどもクリニック（47 ‐ 8200）みどり市笠懸町
内科 まろ医院（44 ‐ 6031） 本町三丁目
眼科 あいおい眼科医院（54 ‐ 5350） 相生町二丁目

29 日
（祝）

内・小児科 三丸医院（22 ‐ 3419） 宮本町一丁目
内科 わたらせリバーサイドクリニック（53 ‐ 3166）相生町一丁目
泌・内科 くりた医院（70 ‐ 7800） みどり市笠懸町

5月1日
（日）

内・小児科 斉藤医院（72 ‐ 1230） みどり市大間々町
内・外科 村岡醫院（45 ‐ 2888） 本町三丁目
内科 坂本内科医院（44 ‐ 8989） 仲町一丁目

３日
（祝）

児・内科 小児科小川醫院（44 ‐ 6008） 東五丁目
内科 小島内科医院（44 ‐ 8919） 新宿三丁目
産婦人科 岩宿クリニック（46 ‐ 7200） みどり市笠懸町

４日
（祝）

内・小児科 下山内科医院（74 ‐ 3322） 新里町新川
内科 みどり病院（76 ‐ 1110） みどり市笠懸町
整形外科 石川整形外科医院（22 ‐ 8611） 天神町三丁目

５日
（祝）

児・耳鼻咽喉科 おりひめ医院（47 ‐ 1248） 織姫町
内科 下山医院分院（74 ‐ 3320） 新里町新川
外・内科 細野医院（74 ‐ 2300） 新里町新川

 休日緊急歯科診療所  ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後２時 30 分

※受診の際は、事前にご連絡ください。
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目）

　４月・５月は、市税の滞納整理
を強化します。令和３年度までの
市税に未納がある人は、早急に納
付してください。
　納付が困難な事情がある場合
は、納税課（☎内線237 ～ 240）へ
ご相談ください。

納税課からのお知らせ

時間＝午前８時30分～午後５時15分
※市民課（一部業務を除く）は、
水曜日のみ午後７時まで
パスポート窓口：午前９時～午後４時30分
マイナンバー業務：午前９時～午後５時15分
休業日＝土、日、祝日、年末年始
問い合わせ＝市民課（☎内線246）

日曜窓口（住民基本台帳・戸籍業務）
時間＝午前９時～午後１時
〇�市役所
期日＝４月３日・17日、５月１日
〇�新里支所、境野・広沢・梅田・
　相生・川内・菱公民館
期日＝４月３日、５月１日
※マイナンバー業務は、市役所と新
里支所で４月３日と５月１日に受け
付けます。

市役所・支所業務時間

広
告

 平日夜間急病診療所  ☎ 47 ｰ 2501

期日 =月～土曜日（祝日を除く）
時間 =午後 7時 30 分～ 10 時 30 分
診療科目 =内科、小児科
場所 =桐生メディカルセンター 1階（元宿町）

23 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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桐生人こそ宝。～快疎のまちで輝く人々～

シリーズ第６回

誰にも真似できない園芸農家を目指したい。
桐生市に移住したきっかけは？
　大学院生の時に教授から黒保根町にあるさかもと園芸
を紹介され、研修のために桐生に来ました。その時から、
自分自身で園芸農園をやってみたいという気持ちが以前
にも増して強くなり、移住を決めました。（圭一さん）
桐生市のどんなところが好きですか？
　豊かな自然に囲まれているので、季節ごとに変わる景
色を毎日楽しんでいます。また、黒保根町には地域のみ
んなで子どもを育てるといったつながりがあり、そういっ
た環境も気に入っています。（圭一さん・七七子さん）
これから桐生でやっていきたいことは？
S

エスディージーズ
DGs を意識した商品開発や販売促進を行い、誰にも

真似できない、オンリーワンの園芸農家になれるよう頑
張っていきたいです。（圭一さん）

多
た わ だ

和田 圭
けいいち

一さん・七
な な こ

七子さん
圭一さんは岐阜県出身。高校生の頃から植物の
細胞に興味を持ち、愛媛大学、千葉大学大学院
で専門的に研究する。平成15年に桐生市黒保
根町に移住し、園芸農家「有限会社アグリ・ベ
イス」を起業する。
七七子さんは秋田県出身。千葉大学大学院で圭
一さんと知り合い、ともに桐生市へ。自身の就
労のほか、アグリ・ベイスでは圭一さんの活動
を積極的にサポートしている。

武
た け い

井 瀬
せ な

凪ちゃん
1 歳 11 か月

（広沢町二丁目）

吉
よしかわ

川 照
て る の

乃ちゃん
４か月

（広沢町二丁目）

乾
いぬい

 絢
あ や と

翔ちゃん
４か月

（黒保根町水沼）

パチリいい顔 桐生っ子
　市内に居住する３歳まで（申し込
み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （miryoku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名
（ふりがな）、生年月日、住所、保
護者氏名、電話番号を記入し、お子
さんの画像データを添付のうえ、魅
力発信課（☎内線505）へ。




